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企 画 提 案 書
１　監査法人等の概要
（1） 監査法人等全体の概要
	名称
	

	代表者氏名
	

	所在地
	

	設立年月日
	年　　月　　日

	資本金
（令和　年　月　日現在）
	円

	直近の事業年度（令和　年度）に係る営業収益等
	営業収益
	百万円

	
	経常利益
	百万円

	
	当期純利益
	百万円

	国内事務所数
	か所

	監査法人等全体の人員構成
（令和　年　月　日現在）
	公認会計士
	名

	
	　うち社員
	名

	
	その他職員
	名

	本業務を担当する事務所
	名称
	

	
	所在地
	

	
	公会計部門の有無
	有　・　無

	担当事務所の人員構成
（令和　年　月　日現在）
	公認会計士
	名

	
	　うち社員
	名

	
	その他職員
	名

	
	公会計部門有の場合、配置公認会計士
	名


※監査法人等のパンフレットや決算状況が確認できる資料等があれば添付してください。

（２） 処分等の有無
　　令和２年４月から令和５年６月末までに法人等又は社員、使用人等に対する公認会計
　士法に基づく業務改善指示や処分、日本公認会計士協会の品質管理レビュー制度におけ
る改善勧告がある場合には、その時期、内容及び対応を記載してください。
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。
２　業務の実績
（1） 公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績

1 監査法人等全体の実績
公立大学法人における実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）
	対象法人名
	担当年度
	担当事務所名

	
	
	

	
	
	

	
	
	



　　　国立大学法人における実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）
	対象法人名
	担当年度
	担当事務所名

	
	
	

	
	
	

	
	
	



2 今回本業務を担当する事務所の実績
公立大学法人における実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）
	対象法人名
	担当年度
	担当事務所名

	
	
	

	
	
	

	
	
	



　　　国立大学法人における実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）
	対象法人名
	担当年度
	担当事務所名

	
	
	

	
	
	

	
	
	



※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。
※同一法人について複数年度に亘り担当した場合は、担当年度を全て記入の上、１行に記載してください。

【記載例】
	対象法人名
	担当年度
	担当事務所名

	公立大学法人〇〇大学
	R1～R3
	△△事務所




３　監査実施体制等
（1） 監査実施体制
監査責任者
	氏名
	所属事務所
	公認会計士

	
	
	

	公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）

	

	現在手持ちの監査業務等の状況

	



　監査補助者①
	氏名
	所属事務所
	公認会計士

	
	
	

	公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）

	



　監査補助者②
	氏名
	所属事務所
	公認会計士

	
	
	

	公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）

	



監査補助者③
	氏名
	所属事務所
	公認会計士

	
	
	

	公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）

	



※４名以上（うち、公認会計士２名以上）の監査チームを構成してください。
※４名以上の場合や記載欄が不足する場合は、適宜、表や枠を追加してください。
※「公認会計士」欄は、該当する場合は「〇」を記載してください。
【記載例】
監査責任者
	氏名
	所属事務所
	公認会計士

	□□　□□
	△△事務所
	〇

	公立大学法人及び国立大学法人の監査業務の実績（令和２年４月から令和５年６月末まで）

	公立大学法人■■大学（R3）

	現在手持ちの監査業務等の状況

	国立大学法人▲▲大学会計監査人業務、株式会社●●銀行会計監査人業務



（2） 監査方針
　　監査基本方針や法人を監査するに当たって重視する事項について記載してください。
また、法第39条の規定による解任等の特段の事情がない限り、令和６事業年度及び令
和７事業年度についても会計監査人として再任する方針であることから、３か年に亘り
継続して監査を行うことに関する提案を記載してください。
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。

（３） 監査実施方法
① 監査実施スケジュール
　　　令和５事業年度分の監査実施日程について記載してください。
　　　なお、令和６事業年度分及び令和７事業年度分について、令和５事業年度分と異な
ることが見込まれる項目があれば参考として記載してください。
	実施時期
	業務内容
	監査日数（人日）

	
	
	監査責任者
	監査補助者
	実施場所

	
	
	
	公認会計士
	その他
	

	[bookmark: _Hlk134714941]令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	令和　年　月
　　　～　月
	
	人
	人
	人
	

	合　　　計
	人
	人
	人
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。



2 具体的な監査業務の内容
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。

（4） 法人理事及び監事との連携の方法
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。

（５） 法人の内部監査部門との連携（情報交換等）の方法
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。

（６） 法人会計についての助言・相談対応の方法
	


※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を追加してください。
1
